





























第二部，第三章では I.h四運動」以降の1920・ 40年代に焦点を当て. I五回運動」の成功によって中国
社会に成立・定着し構造化された「青年」役割の意味構造を明らかにするとともに.当時の青年たちが.
この「役割J忌;味内容を遂行することによって，反体制的な急進主義への方loJを辿ってし、く状況が分析さ
れている。第四章では，急進主義に..tる若者達の「吉年」役割lの遂行に対して.社会各層からの広範な支
持と活動某盤が存企していたことを明らかにし 「青年」役割が構造化していく過程を解明している。
第三部では.1949"fから1978年の「改革開放Jまでの聞に存在した「青年」という役割カテゴリーが，
これまでの役害IJと一貫性を保ちつつも本質的には異なった役割カテゴリーである「革命青年」として社会
的に構築され定義されつつ変容していく過程を分析している。第五章では， [""革命青年」とし寸役割慨念
の中核に「愛国心」と「集問主義精神」とが据えられ.これを体現する価値規範が強調されることによっ
て，若者たちの「青年」役割への同調を確保するというこれまでとはまったく兇なった特徴を備えていく
4とを明らかにしている六第六章では，初期の学と主たちによる「紅衛兵」運動に焦点、を当て.当時の階級
闘争路線の強調に伴う知識人階級の社会的・政治的地位の卜落と労働者層，農民層の優越する新しい社会
構造の形成にfドって，そのtB.l、子としての知識人肯年層が凋起し，実質的に「青年」役割が失墜していく
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過程を明らかにしているO 第七章では，ポスト文化大革命以降1980年代末までの時期に焦点を当てている。
この時期の中国社会においては，若者と社会との2項関係の聞に「革命青年J， r民宇.青年J， r脱青年」
というこ三つの「青年J役割カテゴリーが同時に併存し機能しつつ，順次変化していく傾向が見られること
を明らかにしているυ この動向は， r青年」という社会的な役割カテゴリーの機能の衰退過程と見なすこ
とができるが，当時の社会病理といわれるさまざまな青年問題もその底流には.若者一「青年J役割カテ
ゴリ一一社会という二項関係モデルにおける一種の危機とも言える状況が全朴.会的に横たわっており，こ
の危機に由来する社会的緊張や矛盾と見ることができることを明らかにしている。
論文審査の結果の要旨
本論文は.論者が，近代以降の中国社会に成立したとする「青年~J という社会的に構築された概念に焦
点を当て，この社会的な概念の変容と崩壊に孟る一連の過程を分析することによって，中国の社会変動の
過程を分析しようとしたものである。
青年という概念は，一般的には，牛.理的・心理的な発達段階に対応した概念、として把握されているが，
社会学における青年論では.こうした発達段階に対応した実態概念としての側面だけでなく，特定の歴史
的，社会文化的な文脈の中で，当該社会の人々が，人牛のー定の段階にあるこれらの人々を青年として認
知してし、く結果として現れた社会的定義という側面をもっ概念として把握されている。論者は，こうした
社会の側からの青年に対する定義づけという視点を踏まえつつ，新たに I役割カテゴリーJという概念を
提起し青年という役割やこれをめぐる人々の怠味づけの過程や行動を歴史的背累と社会体制との柑互性
のなかで考察しようとしているC 論者の着目した役割概念、は.社会と個人とを接合し，その相互の関連構
造を分析するための中心的概念とされているが，論者はこの特質を巧みに引き出し， r若者」と「社会」
の聞に，-高年」という役割カテゴリーを中間項として置き，これらの3項による相互関係という理論枠組
みを分析モデルとして設定している。この分析モデルによって，論者は， r青年」という「役割カテゴリ
ーlの社会的な，き味づけや解釈カテゴリーの成¥r_.構造化の過程とその変容.崩壊という一連の社会過程
と中同社会の変動との関係を解明しつつ中国計会の近代以降の社会変動の・断面を明らかにすることをiI
能としさらには，その役割lの開い手である現実の若者がどのような形で「青年」という役割カテゴリー
に関わっていたのかを分析することによって中川の歴史的な変動過程に対する若者の関わりを明らかにす
ることを可能としている 3 こうした論者の若眼点は独創性に富み，高く評価できるの
また，家放制度からの離脱・開放を「青年」の生成・確立の重要な要素とみなした点， ，五円運動Jの
成功とともに中同社会に構造化されていく[青年」役割の構成要素の析出，反体制的急進主義による「肯
年J役割の遂行行動の正当性を担保する中国の家族主義の「両義性」という特質の解明，知識人学生によ
る「紅衛兵運動」を崩壊する「青年」役割の流れのなかに附置づけた点，ポスト文化大革命以降を脱「青
年」イデオロギー化の時代とし当時の社会病理といわれる青年問題の底流に筆者の弐項関係モデルの解休
を位世付けた点等，個別の章にわたる分析においては新たな見方や知見が提示されており.肯年論や中国
社会論等の関連研究分野にも寄与するところが認められるc また，論者は.本論文を通じて，中国研究に
おける歴史社会学的方法論の確立を模索しようとしており，その試みは高く評価できる 3 清朝末期から天
安門事件に主る社会史を「青年」役割の.意味変容によって分析するというスケールの大きいき欲的な研究
であり，なおかっ論証の運び‘も全体として組留がなく，論旨の展開も首足一貫している》
以上の所見により.本論点は，大阪市立大学問すで(文学)の学{吹を綬与するに値するものと認められるc
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